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■ 白陵中学校概要                          

 

◆ アクセス ◆ 

 

学校法人三木学園 

白陵中学校・高等学校 

〒676-0827 

兵庫県高砂市阿弥陀町阿弥陀 2260 

 

○JR 曽根駅から徒歩約 15 分 

 

 

 

 

 

◆ 教育方針 ◆ 

 

＜校訓校是＞ 

規律ある生活を送る中で高い教養を身につけさせ、国際社会のリーダーを育成する。 

「教養と節度」を基本として、生徒の可能性を信じ、生徒の自己実現をサポートする。 

・研究と訓練 

自分で調べ、考え、探求する力と何度も繰り返すことにより基礎的な力をつけさせる 

・独立不羈（どくりつふき） 

周囲に流されず、自分の信念・責任感を持って自主自立する力をつけさせる 

・正明闊達（せいめいかつたつ） 

こだわりを持たず、明るく正しく、元気に活き活きとした人間を追求する 

 

＜教育の方針＞ 

1．少数定員制により指導の徹底を期する。 

2．1日の授業時間は 1時限 60分 6回(月曜日を除く）とし、学習効果の向上をはかる。 

3．国語・数学・外国語に重点をおく。  ※ 体育には柔道を必修として取り入れる。 

4．中学・高校 6か年の一貫した教育により、高度な知識の習得と学力の充実につとめる。 

5．寄宿舎を持つ学校として、全人教育推進を期したいと考えている。 

6．日常生活における「躾」を重視し、責任を自覚して、節度ある行動をとるように指導する。 

7．健康の増進と安全な生活を心がけるようにする。 
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■ 白陵中学校 生徒募集要項（２０２５年度）               

 

 前期 後期 

募集人員 175 名(男・女) 若干名(男・女) 

試験科目 国語 算数 理科 国語 算数 
面接 

20 点 
試験時間 

配点 

70 分 

120 点 

70 分 

120 点 

70 分 

100 点 

60 分 

100 点 

60 分 

100 点 

出願方法 

出願期間 

Ｗｅｂ出願 

令和６年 12 月 21 日(土)～ 

令和７年 1月 9日(木) 

Ｗｅｂ出願 

前期と同じ期間と、 

令和７年 1月 19 日(日)～ 

令和７年 1月 20 日(月) 

試験期日 令和７年 1月 18 日(土) 令和７年 1月 21 日(火) 

合格発表 令和７年 1月 19 日(日)HP 令和７年 1月 22 日(水)HP 

出願費 受験料 20,000 円 受験料 20,000 円 

入学金 150,000 円 150,000 円 

 

■ 白陵中学校 中学入試データ                     

 

前期 

年度 
平均点 合格 

最低点 
募集人員 志願者数 合格者数 競争率 

国語 算数 理科 

R6 68.9 68.0 66.5 200 175 365 204 2.1 

R5 65.2 55.6 60.3 181 175 406 202 2.3 

R4 68.1 66.6 59.1 192 175 364 200 2.1 

※倍率は小数点第 2位を四捨五入 

 

後期 

年度 
平均点 合格 

最低点 
募集人員 志願者数 合格者数 競争率 

国語 算数 面接 

R6 51.3 43.2 19.9 132 若干名 178 37 4.8 

R5 50.6 34.3 19.6 117 若干名 164 30 5.5 

R4 47.7 32.7 19.4 112 若干名 152 31 4.9 

※倍率は小数点第 2位を四捨五入 

 

  



 

3 

 

 

 
 

 

  



 

4 

 

 

 
 

 

  



 

5 

 

■ 特訓概要（今年度版）                        

 

◆ 開催校 ◆ 

明石校 

 

◆ 受講基準 ◆ 

「公開模試」の３科目平均偏差が４７以上 

または、「思考力育成テスト」の３科目平均順位が２５０位以内 

 

◆ 指導教科 ◆ 

前期特訓…算数は毎週実施、国語と理科は隔週実施 

（例）１週目：算数・国語  ２週目：算数・理科 

後期特訓…国語・算数・理科は毎週実施 

 

◆ 一週間のモデルスケジュール ◆ 

火曜日 木曜日 土曜日 日曜日 

国語 理科 
算数 

社会 

学習力育成テスト※・公開模試 

白陵特訓 

※ 前期は学習力育成テスト、後期は合格力育成（実践）テスト 

（本科クラス）国語 150 分・算数 200 分・理科 150 分・社会 100 分 

（本科発展クラス）国語 200 分・算数 250 分・理科 150 分・社会 100 分 

 

◆ 授業時間 ◆  ※４科受験の場合は、「9:00」から開始 

- 前期 -  - 後期 - 

09:40～12:20 
学習力育成テスト 

公開模試 
 09:45～12:25 

合格力育成テスト・合格力実践テスト 

公開模試 

12:20～12:45 食事休憩  12:25～12:45 食事休憩 

12:45～14:25 授業①（100 分）  12:45～14:25 授業①（100 分） 

14:35～16:15 授業②（100 分）  14:35～16:15 授業②（100 分） 

   16:25～18:05 授業③（100 分） 

※ 学習力育成テストや公開模試等のテストは特訓開催校で受験します。 

※ 次年度の特訓時間割は変更になる場合があります。 

 

◆ 特訓保護者会 ◆ 

年２回実施（第１回は４月ごろ、第２回は１０月ごろに実施） 

第１回保護者会…特訓担当者紹介、特訓指導方針、前期指導内容など。 

第２回保護者会…後期指導内容、入試説明、併願校の紹介など。 
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◆ 特訓カリキュラム ◆ 

 

 回数 国語 算数 理科 

前
期
（
２
月
～
７
月
） 

１ ① 指示語（論説文） ① 演習プリント１  

２  ② 演習プリント２ ① 種子の発芽、水溶液 

３ ② 具体化１（論説文） ③ 演習プリント３  

４  ④ 演習プリント４ ② 地層岩石、てことばね 

５ ③ 具体化２（物語文） ⑤ 演習プリント５  

６  ⑥ 演習プリント６ ③ 花のつくり、気体の発生 

７ ④ 心情・細部表現（物語文） ⑦ 演習プリント７  

８  ⑧ 数論１ ④ 太陽の動き、熱の伝わり方 

９ ⑤ 理由１（論説文） ⑨ 立体図形１  

10  ⑩ 立体図形２ ⑤ 昆虫、ものの燃え方 

11 ⑥ 理由２（物語文） ⑪ 文章題  

12  ⑫ 平面図形１ ⑥ 星と星座、音 

13 ⑦ 体験と感想（随筆文） ⑬ 平面図形２  

14  ⑭ 平面図形３ ⑦ 消化、気象、水溶液 

15 ⑧ 対照的内容（論説文） ⑮ 平面図形４  

16  ⑯ 平面図形５ ⑧ 動物、月の動き、光の反射 

17 ⑨ 要旨（論説文） ⑰ 平面図形６  

18  ⑱ 速さ１ ⑨ 天体、気体の発生量、てこ 

19 ⑩ 主題（物語文） ⑲ 速さ２  

20  ⑳ 速さ３ ⑩ 血液循環、電流、中和 

夏
期 

１ ① 入試問題演習  ① 入試問題演習 

２ ② 入試問題演習 ① 入試問題演習  

３ ③ 入試問題演習  ② 入試問題演習 

４ ④ 入試問題演習 ② 入試問題演習  

５ ⑤ 入試問題演習  ③ 入試問題演習 

６ ⑥ 入試問題演習 ③ 入試問題演習  

後
期
（
９
月
～
１
月
） 

１ ① 単元別（具体化１） ① 入試問題演習 ① 最難関問題演習：生物 

２ ② 単元別（具体化２） ② 入試問題演習 ② 入試問題演習 

３ ③ 入試問題演習 ③ 入試問題演習 ③ 入試問題演習 

４ ④ 単元別（理由１） ④ 入試問題演習 ④ 入試問題演習 

５ ⑤ 単元別（理由２） ⑤ 入試問題演習 ⑤ 最難関問題演習：地学 

６ ⑥ 入試問題演習 ⑥ 入試問題演習 ⑥ 入試問題演習 

７ ⑦ 単元別（心情１） ⑦ 入試問題演習 ⑦ 入試問題演習 

８ ⑧ 単元別（心情２） ⑧ 入試問題演習 ⑧ 入試問題演習 

９ ⑨ 入試問題演習 ⑨ 入試問題演習 ⑨ 最難関問題演習：化学 

10 ⑩ 単元別（主題） ⑩ 入試問題演習 ⑩ 入試問題演習 

11 ⑪ 単元別（要旨） ⑪ 入試問題演習 ⑪ 入試問題演習 

12 ⑫ 入試問題演習 ⑫ 入試問題演習 ⑫ 入試問題演習 

13 ⑬ 入試問題演習 ⑬ 入試問題演習 ⑬ 最難関問題演習：物理 

14 ⑭ 入試問題演習 ⑭ 入試問題演習 ⑭ 入試問題演習 

15 ⑮ 入試問題演習 ⑮ 入試問題演習 ⑮ 入試問題演習 

16 ⑯ 入試問題演習 ⑯ 入試問題演習 ⑯ 入試問題演習 
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■ 国語の指導内容                          

 

◆ 入試の出題傾向 ◆ 

白陵中学の国語の入試問題は、２０１７年度までは、長文２題構成の１００点（６０分）でした

が、２０１８年度入試から、語句独立問題を加えて、大問３題構成の１２０点（７０分）に変更と

なります。テスト時間は問題の質や量を考えると時間的には妥当ですが、大問１の語句問題で時間

を取られてしまうと厳しくなります。大問２以降は字数指定のない記述問題が多く出題されること

が大きな特徴となっています。また、「～説明しなさい。」といった形式の物も多く、しっかり読み

取り、しっかり自分の言葉で文章化しなければならないので、早めの対策が必要です。 

また、記述問題に関しては「短い解答となっているものに対しても、文が完結していれば採点を

行う」という方針で行っているため、まずは答えを書いてみるという意識をもって取り組むことが

望ましいと言えます。 

 

◆ 前期特訓の内容 ◆ 

６年生本科教室での使用教材「語句のまとめ」で知識分野の定着を図るとともに、白陵特訓では、

記述対策を中心とした授業を入試まで徹底的に繰り返し、記述に対する自信をつけてもらえるよう

進めていきます。 

本科授業では、記述を嫌がらず書く努力を続けていくことと漢字や語句の練習を短文の中でしっ

かり意識して身につけていくことを心がけてください。 

 

◆ 後期特訓の内容 ◆ 

単元別の授業回を作り、改めて問題の解き方を再度意識する時間を設けつつ、入試問題演習で過

去問に取り組みます。入試問題演習では時間配分・部分点の意識・問題傾向の習熟など、白陵中学

の入試問題に慣れていき、得点力の向上を目指します。 

出題傾向で触れている通り、記述問題は出題数も多く、書くべき分量もそれぞれ 50字～100 字程

度必要となるので、時間の許す限り自分の考えた内容を答案用紙に書いていくという姿勢が大切に

なります。基本となる解き方を意識すれば部分点が期待できる問題も多くなるため、単元別の授業

の回も含め、記述問題への対応力を養うことを重んじて進めていきます。担当者が答案を添削して

採点する形式を取り、部分点への意識も身につけていきます。 
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■ 算数の指導内容                          

 

◆ 入試の出題傾向 ◆ 

白陵中学の算数は、２０１７年度までは、一次；４０点（４０分）、二次６０点（５０分・午後に

実施）でしたが、２０１８年度入試から一本化されて、１００点（７０分）に、２０２３年度から

は算数も１２０点（７０分）となりました。２０１７年度までの傾向は下記のようになります。 

（一次）計算力重視・解答のみ 

以前は、基本的な問題で、白陵を受験する生徒の場合は、４０点中、３０点以上の得点を取っ

てきていましたが、ここ３年間を見ると、難度が上がり、ある程度の実力がないと３０点以上の

得点は難しくなりました。前半部分の基本的な問題でのミスがあると合否に大きく影響してくる

ので簡単な問題を落とさないように普段のテスト・授業・家庭学習から意識して勉強していく姿

勢が必要です。 

（二次）式や考え方、作図を要する問題。 

例年は４題の出題。まれに、５題の時もあります。図形の作図・調べ上げる問題がよく出題さ

れます。少し難度が高く取れる問題を確実に粘り強く解くことが必要です。もちろん式や考え方、

時には理由を書かせるといったものが出されるので、しっかりと書ける練習が必要です。 

２０１８年度、２０１９年度の入試では、①計算力や基礎学力を問う基本的な問題（３０～４

０点、答のみ）と②発想力や思考力を試す応用問題（６０～７０点、記述型）が出題されました。

まさしく、今までの１次の問題数を少し減らし、それに２次の問題をくっつける形の出題形式で

した。今後の入試においても、白陵の過去問を中心として練習して行けば問題ありません。来年

の６年生も、前期中は、過去問を解いていく前段階として、各単元のベースを押さえる授業を行

っていきます。 

 

◆ 前期特訓の内容 ◆ 

本科授業で、しっかりと式や考え方、線分図などを書く努力を心がけてください。また、大切な

ことは、間違い直しを「分かったつもり」ではなく、しっかり自分の力にしていく努力をすること

です。計算練習も時間を決めて取り組み、つまらないミスが出ないようにしていきましょう。来年

度も、前期は、単元別の総合問題、後期は過去問演習の形は変わりません。 

 

◆ 後期特訓の内容 ◆ 

後期は、過去問演習を行います。毎週、授業で入試問題演習をしていきます。入試傾向にも書き

ましたが、白陵は他の学校と傾向が、全く違ってきます。その問題傾向に慣れていく練習をして行

かないと、合格点は取れません。そのため、部分点の取り方考え方をきちんと書く事ができるよう

に、毎週、入試問題の解答用紙を回収し１週間かけて添削して翌週に返却させていただいています。

その結果が、日能研偏差に届いていない生徒も多数合格させている結果につながっていると思って

います。 
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■ 理科の指導内容                          

 

◆ 入試の出題傾向 ◆ 

白陵中学の理科は、生物・地学・化学・物理の四分野を各一題の出題で、ほぼ均等配点となって

います。これまでは３科均等に１００点満点の配点でしたが、２０２３年度より、国語・算数が１

２０点となり、傾斜配点となっています。それでも、理科も１００点の配点があるため、理科の学

力が合否に大きく影響してきます。時間は７０分で、他のどの学校よりも多くなっています。じっ

くりと問題文を読み取って臨んでほしい、というメッセージが伝わってきます。問題の読解力が無

いと太刀打ちできない問題も増えてきました。 

生物では、知識問題も多く出題されますが、実験や観察に関する処理を問う物もかなり出され、

日常生活の中でも知識事項を確認する気持ちを保持しつつ、問題に慣れておくことが必要です。計

算問題も出題されますので、暗記単元といって油断しないようにしましょう。地学分野は、原理の

理解を必要とされるものが多く、記憶に頼る学習ではなかなか太刀打ちできない物が多く出されま

す。化学分野と物理分野は難易度が高く、表やグラフをしっかりと処理し、それを元に、しっかり

と計算し解答を導き出すとともに、グラフに表すことができるかどうかも大きなポイントとなりま

す。また、いかに簡単な小問を取りこぼさないかが重要でもあります。 

全単元に共通することとしては、理由の記述など文章で書かせる問題も多いことが特徴と言えま

すから、普段からしっかりと「なぜ」を意識して学習していきましょう。 

 

◆ 前期特訓の内容 ◆ 

本科授業では、覚えることを確実に覚えていくことと、どうしてこうなるのかといった理由や原

理をしっかりと聞き、身につけていく努力をしていきましょう。ただ、前期中にすべて身につける

ことは無理があります。夏期講習・後期特訓において何度も繰り返し身につけていけるよう、カリ

キュラムが組まれていますから、焦らず、その都度一歩ずつ前進していきましょう。 

 

◆ 後期特訓の内容 ◆ 

後期は主に白陵中学の過去問演習を行います。理科の問題はいわゆる「基本知識の確認」の問題

は少なく、長い実験文や表の読み取りを行った上で解く、という問題が多くなっています。白陵中

学は問題の答えよりも、問題文の条件をしっかりと読み取り、どのように答えに至ったかという過

程を重視するため、理科の計算問題であっても部分点をもらえる可能性があります。そのため、毎

週答案を回収して添削し、正確に点数をつけるようにしています。難問が多いですが、まちがい直

しなどで努力を続けていれば、合格点である 60 点前後に届きます。計算・記述・作図と、様々な内

容の問題を出題するため、とにかく「問題文を読み取る」「計算ミスをしない」「手を動かして何か

書く」ことを徹底させていきます。また、「最難関問題演習」として類題に取り組み、実践的な力を

養う回を設けています。 

 


